
 

 
世田谷区民意識調査２００８ 

（概要版） 

 区民意識調査概要版は、平成２０年６月に実

施した「世田谷区民意識調査２００８」を要約

したもので、広く区民の方々に紹介するために

作成しました。 

 今回の意識調査では、「定住性」「区政」とい

った経年変化の調査項目のほかに、「広報」

「区内の農業」「道路の整備」「せたがやの魅

力」等の項目についてお聞きしました。これら

の調査結果については、区政を推進するための

基礎資料として活用してまいります。 

 また、詳しく知りたい方は、区政情報センタ

ー、同コーナー、区立図書館で「世田谷区民意

識調査２００８」をご覧ください。 

 なお、この概要版は世田谷区のホームページ

でもご覧になれます。 

（平成２０年６月実施） 
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９ 子育て 

 

10 道路の整備 
 

11 せたがやの魅力 

調査の概要 
対 象 者 世田谷区在住の満20歳以上の男女個人

対 象 数 2,000 人 

抽 出 方 法 層化二段無作為抽出法 

調 査 方 法 郵送配付・訪問回収 

調 査 期 間 平成２０年５月３１日～６月１５日 

有効回収数 1,365 人 

有効回収率 68.3％ 

平成２０年９月

世田谷区
No.543 
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回答者の属性 
 

グラフの見方 
１ （複数回答）と記述されたもの以外は、選択肢を１つだけ選ぶ設問です。 
２ 小数点第２位を四捨五入しているため、合計が 100.0％にならないものがあります。 

    同様に、いくつかの選択肢の小計とコメントの数値が合致しないことがあります。 
３ 複数回答の設問については合計が 100.0％を超えることがあります。 
４ グラフ中のｎは設問の回答者数を表します。 

 
 
  （１）性別                （２）家族構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（３）居住地区              （４）年齢 

女　性
56.0%

男　性
44.0%

（ｎ＝1,365）

（ｎ＝1,365）

世 田 谷 東 部

世 田 谷 西 部

北 沢 東 部

北 沢 西 部

玉 川 北 部

玉 川 南 部

玉 川 西 部

砧 北 部

砧 南 部

烏 山

14.4

7.2

9.4

8.9

9.6

6.4

12.2

5.3

12.9

13.7

0 5 10 15 （％）
（ｎ＝1,365）

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70歳以上

5.4

6.8

8.6

9.5

11.1

8.4

7.0

7.3

9.4

6.8

19.6

0 5 10 15 20 （％）

（ｎ＝1,365）

夫 婦 だ け
（一世代家族）

親と子どもだけ
（二世代家族）

親と子どもと孫
（三世代家族）

一 人 暮 ら し

そ の 他

無 回 答

22.5

8.4

15.2

7.3

0.4

46.3

0 10 20 30 40 50 （％）
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１．定住性 

（１）現在の暮らしの満足度 

 
（２）住みやすさ  

 
（３）今後の定住意向 

 
（４）地域における日常生活での困りごと（複数回答） 

 現在の暮らしに「満足」と感じている方は 79.4％となっています。 

n=1,365

《満足している》(79.4％)

十分満足している 十分とはいえないが満足している まだまだ不満だ

きわめて不満だ

無回答

（％）

わからない

62.7 13.716.7 3.0 3.3 0.6

《不満である》(16.7％)

 「住みやすい」と感じている方は 80.1％となっています。 

n=1,365

《住みにくい》(5.0％)《住みやすい》(80.1％)

非常に住みやすい やや住みやすい どちらともいえない

やや住みにくい

無回答

（％）

非常に住みにくい

50.0 14.730.1 4.5 0.40.3

 今後も世田谷区に「住みたいと思う」方は 78.1％となっています。 

n=1,365
（％）

住みたいと思う
あまり住みたいとは思わない

住みたくない
どちらともいえない

無回答

17.578.1 3.70.5 0.2

《非定住意向》(4.2％)

 「道路が狭くて危険」が 24.4％となっており、以下、「カラス等の鳥獣による被害」、「車など

交通が激しい」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

道路が狭くて危険 空き缶・たばこ等のポイ捨て

カラス等の鳥獣による被害
ごみ出しのマナーが悪い・資源の分別
回収が行われていない

車など交通が激しい 犬、猫等のペット公害

放置自転車が多くて迷惑 交通が不便

地域の治安が悪くなった 災害時の避難場所が近くにない

住宅が密集しすぎている 高齢者施設が使用しにくい

電車の踏み切りがなかなか渡れない 落書き、違法広告、風俗関係のチラシ

買い物が不便 子育て環境が整備されていない

区民利用施設が使用しにくい 　その他

騒音や振動が気になる 　特にない

公園やスポーツのできるところがない 　無回答

空気の汚れがひどい

24.4

21.7

17.8

16.2

12.8

11.9

11.2

10.5

10.3

9.9

9.0

9.0

0 10 20 30 （％）

8.9

8.4

8.1

7.8

5.9

4.8

4.0

3.5

4.2

11.1

0.7

0 10 20 30 （％）
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２．区政 

（１）区が積極的に取り組む事業（複数回答） 

 「防犯・地域安全の対策」が 49.3％となっており、以下「災害に強いまちづくり」、「高齢者

福祉」、「自然環境の保護」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

防犯・地域安全の対策            

災害に強いまちづくり            

高齢者福祉                      

自然環境の保護                  

清掃・資源リサイクルの推進

道路の管理保全

公園・緑地の整備

児童（保育）福祉

消費者の支援                    

健康づくり                      

都市景観の保全や創出            

学校教育の推進                  

住宅施策                        

スポーツ施策の充実              

障害者福祉                      

青少年教育の充実                

文化施策の充実                  

生涯学習の充実                  

中小企業の振興                  

ＩＴ（情報技術）の推進          

男女が共に参画する社会の実現    

市民活動の支援                  

　その他

　特にない

　無回答

49.3

36.6

29.9

22.7

15.5

12.7

11.6

11.6

8.4

8.1

7.3

7.3

7.0

6.6

6.4

6.2

5.1

4.5

3.3

2.3

2.0

1.2

1.6

3.4

0.2

0 10 20 30 40 50 （％）
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３．職員応対 

（１）窓口応対の評価と印象が良かった点・悪かった点 

 
（２）職員応対での注意点（複数回答） 

 窓口応対は 48.9％の方が良いと感じています。 

 親切・丁寧な対応だったかどうかが、評価のポイントになっています。 

 

n=1,365

《良い》（48.9％）

とても良かった やや良かった どちらともいえない

やや悪かった

（％）

とても悪かった

  無回答

15.1 33.8 41.6 5.8 2.6 1.0

《悪い》（8.4％）  

 

 

 

（ｎ＝668） （ｎ＝115）

親切・丁寧だった 不親切な対応だった

応対は正確・迅速だった 説明がわかりにくい

説明がわかりやすかった たらい回しにされた              

さわやかな対応だった 応対で待たされた                

言葉遣いが丁寧だった 言葉遣いが悪い

　無　回　答 　無　回　答

32.3

30.2

17.2

14.5

0.3

57.9

0 10 20 30 40 50 60 （％）

30.4

26.1

21.7

20.0

2.6

66.1

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

「わかりやすい説明」が 58.9％となっており、以下、「親切・丁寧な対応」、「待たせない事務処

理の工夫」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

わかりやすい説明                

親切・丁寧な対応                

待たせない事務処理の工夫        

個人のプライバシーへの配慮      

さわやかな挨拶                  

窓口を明るい雰囲気に変える      

名札の着用                      

身だしなみ                      

　無　回　答

58.9

57.7

53.3

17.4

14.9

13.7

8.1

6.7

2.6

0 10 20 30 40 50 60 （％）

 

【窓口応対の評価】

【印象が良かった点】（複数回答） 【印象が悪かった点】（複数回答） 
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４．区政の取り組み 

（１）認知度 

 
（２）評価度 

 「たまがわ花火大会の再開」の認知度が 58.5％で最も高く、以下、「ごみ分別区分変更モデル

収集」、「『開かずの踏切』解消促進」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）
消費者ほっと協力員・消費者あん
しんサポーター
建築物耐震相談・耐震診断・耐震
補強

産後ケア事業の開始

子育てステーションの整備

認証保育所の拡充

世田谷みどり３３の取り組み

ごみ分別区分変更モデル収集

世田谷２４６ハーフマラソン

「開かずの踏切」解消促進

たまがわ花火大会の再開

世田谷芸術百華の開催

教科「日本語」

知らないあまりよく知らない

（％）

よく知っている

無回答

16.8

4.8

19.9

9.2

12.5

12.2

11.5

32.5

23.3

32.9

29.7

18.2

8.6

23.4

25.1

20.9

21.4

21.6

18.3

16.1

19.2

63.2

24.0

0.2

0.5

0.5

0.4

9.5

12.5

2.4

2.1

2.9

0.9

4.8

3.2

28.8

14.4

7.4

16.0

23.4

17.1

21.0

49.9

32.2

64.0

63.4

68.2

47.8

62.3

53.1

31.3

70.8

0.2

0.1

0.5

0.3

0.7

0.8

0.4

0.4

少し知っている

《知っている》 《知らない》  

 「『開かずの踏切』解消促進」の評価度が 87.9％で最も高く、以下、ごみ分別区分変更モデル

収集」、「たまがわ花火大会の再開」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）
消費者ほっと協力員・消費者あん
しんサポーター
建築物耐震相談・耐震診断・耐震
補強

産後ケア事業の開始

子育てステーションの整備

認証保育所の拡充

世田谷みどり３３の取り組み

ごみ分別区分変更モデル収集

世田谷２４６ハーフマラソン

「開かずの踏切」解消促進

たまがわ花火大会の再開

世田谷芸術百華の開催

教科「日本語」

わからない
どちらかといえばよい
取り組みだと思うよい取り組みだと思う

50.5

30.8

34.7

33.5

27.9

27.8

27.9

32.7

33.1

38.5

24.5

32.3

41.2

30.8

1.8

1.5

2.3

1.8

2.7

3.5

2.1

9.5

0.9

3.7

6.2

5.1

4.4

15.3

17.1

16.2

11.6

0.4

0.7

0.7

0.8

0.6

0.7

0.5

0.4

0.2

0.2

0.1

0.244.1

24.2

45.6

49.5

51.9

42.9

48.4

50.5

49.9

63.4

2.3

1.9

2.3

1.0

1.4

1.2

1.1

0.7

0.6

0.7

0.9

12.3

19.3

10.0

23.1

18.1

18.2

19.8

17.6 （％）

あまりよい取り組みだと思わない よい取り組みだと
思わない 無回答

《よい取り組みだと思う》 《よい取り組みだと思わない》  
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５．区の基本計画・実施計画 

（１）共感できる取り組み（複数回答） 

 
（２）リーディングプロジェクトの満足度 

 リーディングプロジェクトの取り組みのうち共感できるものは、「身近で利用しやすい道

路・交通環境の整備」が 61.0％で最も高く、以下、「だれもがまちに足を運びたくなる安全・便

利な歩行空間の整備」、「子育て環境の向上」などと続いています。 

 

（ｎ＝1,365）

身近で利用しやすい道路・交通環
境の整備

経験や知識を活かせる地域づくり

だれもがまちに足を運びたくなる安
全・便利な歩行空間の整備

特色のある世田谷の教育の推進

子育て環境の向上 人びとが憩い集う核づくりの推進

地域とともに子どもを育てる
区民の力を活かした世田谷ブランド
の魅力向上

身近なみどりの充実と交流促進
ＩＴ（情報通信技術）の活用による身
近な参加と利用の促進

環境に配慮した暮らしの実践・創出
世田谷の魅力を満載した産業の振
興

地域での活躍を支える健康づくりの
推進

　無回答

61.0

56.8

53.0

47.2

39.4

38.1

32.2

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

25.8

24.0

19.6

17.1

16.9

16.8

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

 「区民が創る良好な環境プロジェクト」の満足度が 47.7％で最も高く、以下、「身近で便利交

流促進プロジェクト」、「いつまでも生きがいを 生涯現役プロジェクト」などと続いています。

 

（ｎ＝1,365）

身近で便利交流促進
プロジェクト

次代を担う世田谷っ子
プロジェクト

いつまでも生きがいを
生涯現役プロジェクト

区民が創る良好な環境
プロジェクト

世田谷の魅力倍増
プロジェクト

わからない満足 どちらかといえば満足

どちらかといえば不満

無回答

34.9

31.1

32.2

35.5

31.6

10.5

8.1

8.6

9.8

4.5

2.5

2.7

2.7

3.0

47.5

40.5

7.0

12.2

10.6

10.3

10.2 9.3

39.0

45.2

48.3

0.5

0.4

0.4

0.4

0.3

（％）

不満

《満足》 《不満》
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６．広報 

（１）区についての情報源（複数回答） 

 
（２）区からの情報についての希望（複数回答） 

 「区のおしらせ『せたがや』」より情報を得ている人が 72.2％と最も高く、以下、「せたがや

便利帳」、「町会・自治会の回覧板」、「人づて（家族・友人・知人）」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

区のおしらせ「せたがや」        

せたがや便利帳                  

町会・自治会の回覧板            

人づて（家族・友人・知人）      

区議会だより                    

区で設置している街中の掲示板（広報板）    

新聞、テレビなどのマスコミ      

区のホームページ（パソコン版）  

区作成のチラシ、パンフレット    

出張所、まちづくり出張所発行の新聞（ミニコミ紙など）

区の窓口や電話での問い合わせ    

消費生活センターだより          

文化・生活・スポーツ情報ガイド  

せたがやの教育

ラジオ「エフエム世田谷」

お問い合わせセンター（せたがやコール）

区のホームページ（携帯電話版）

世田谷区メールマガジン

　無回答

30.6

30.2

27.9

22.2

20.8

20.6

18.7

16.6

9.7

5.9

5.1

3.8

3.5

3.3

1.2

0.4

0.4

2.2

72.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）

 

 「ごみ・リサイクル・環境に関すること」が 44.4％と最も高く、以下、「安全（防犯・防災）

に関すること」、「税金・年金・保険に関すること」、「保健（健康・医療）・福祉に関すること」、

「区の施設の利用案内」、「区の行事や催し物の案内」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

ごみ・リサイクル・環境に関すること    

安全（防犯・防災）に関すること  

税金・年金・保険に関すること    

保健（健康・医療）・福祉に関すること          

区の施設の利用案内              

区の行事や催し物の案内          

住まい・道路・街づくりに関すること    

区の手続き（届出・証明など）に関すること          

子育て・教育に関すること        

区の施策や計画・財政状況        

生活上の相談に関すること        

　その他                          

　特にない                        

  無回答                        

41.8

39.3

39.0

37.6

35.4

27.3

22.3

19.2

18.5

13.9

0.5

8.4

1.0

44.4

0 10 20 30 40 50 （％）

 



8 

「家族・親族に相談する」が 62.1％と最も高く、以下、「区の消費生活センターに相談する」、

「警察に相談する」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

家族・親族に相談する
地域の福祉関係機関（民生委員、あんし
んすこやかセンター等）に相談する

区の消費生活センターに
相談する

　誰にも相談せずに自分で対応する

警察に相談する 　相談も対応もしない（何もしない）

弁護士や専門機関に相談
する

　その他

近所の人や友人・知人に
相談する

　わからない

区の消費生活センター以
外の行政機関に相談する

　無回答

会社の同僚や学校の友達
等に相談する

62.1

51.9

50.5

27.8

25.3

10.3

8.5

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

7.3

1.2

0.4

1.4

2.6

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

７．消費生活 

（１）悪質商法・詐欺に勧誘された経験の有無（複数回答） 

 
 
（２）悪質商法にあったときの相談先（複数回答）  

「悪質商法・詐欺等に勧誘された経験はない」は 56.4％となっています。 

（ｎ＝1,365）

マルチ商法

振り込め詐欺

アポイントメントセールス・キャッチセールス

利殖商法

点検商法

催眠（ＳＦ）商法

ヤミ金融の融資

送りつけ商法

内職商法

　その他

　悪質商法・詐欺等に勧誘された経験はない  

　無回答

12.6

10.4

9.1

9.0

8.9

4.0

3.2

2.3

2.1

4.0

56.4

5.8

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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８．区内の農業 

（１）区内で農業が営まれていることの認知度 （２）区内の農地を残していくことに対する考え 

 
（３）区内の農業・農地に期待すること（複数回答） 

 
（４）区内産の農産物の購入経験および購入する理由（購入する理由は複数回答） 

「新鮮な農産物の供給源」が 64.4％と最も高く、以下、「子どもの自然体験や食育など教育分

野での活用」、「生産者のわかる安全・安心な農産物の生産」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

新鮮な農産物の供給源            

子どもの自然体験や食育など教育分野での活用        

生産者がわかる安全・安心な農産物の生産        

潤いある景観やみどりの保全      

災害時の避難スペースや、雨水の浸透など環境の保全

　その他                          

  無回答                        

64.4

51.6

49.9

36.8

29.3

2.1

1.2

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

 

 購入経験が「ある」は 57.0％、「ない」は 42.6％となっています。購入する理由は「地元で

採れた作物だから」が 66.2％と最も高くなっています。 

（ｎ＝778）

地元で採れた作物だから          

生産者がわかり安心でき
るから

安いから                        

なんとなく                      

環境問題への配慮から            

　その他                          

51.3

20.8

14.4

4.9

4.4

66.2

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）  無回答
0.4%

な　い
42.6%

あ　る
57.0%

（ｎ＝1,365）

 「ポ 

 

 知っている人は 85.4％となっていま

す。 

  無回答
0.4%

いいえ
14.2%

は　い
85.4%

（ｎ＝1,365）

 「できるだけ多く残したほうがよい」と「ある

程度は残したほうがよい」を合わせた『残したほ

うがよい』は 87.8％となっています。 

  無回答
0.1%

わからな
い
3.4%

減少する
ことはや
むをえな
い
8.6%

ある程度
は残した
ほうがよ
い
24.4%

できるだ
け多く残
したほう
がよい
63.4%

（ｎ＝1,365）《残したほうがよい》
（87.8％）
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９．子育て 

（１）子育て環境について 

 
 
（２）子育て支援のために取り組むべき課題（複数回答） 

 「子育てしやすい環境である」と「どちらかといえば子育てしやすい環境である」を合わせ

た《子育てしやすい》は 57.2％となっています。「どちらかといえば子育てしにくい環境である」

と「子育てしにくい環境である」を合わせた《子育てしにくい》は 10.3％となっています。 

（ｎ＝1,365）

《子育てしにくい》
（10.3％）

  無回答
0.4%

どちらかと
いえば子育
てしにくい
環境である
7.3%

子育てしに
くい環境
である
3.0%

わからない
32.1%

子育てしや
すい環境
である
13.2%

どちらかと
いえば子育
てしやすい
環境である
44.0%

《子育てしやすい》
（57.2％）

（ｎ＝1,365）

 「保育サービス等の充実」が 54.7％と最も高くなっています。以下、「地域社会で子育て家庭

を支援する仕組みづくり」、「配慮を要する子ども（※）への支援」などと続いています。 

（ｎ＝1,365）

保育サービス等の充実            

地域社会で子育て家庭を支援する
仕組みづくり

配慮を要する子ども（※）への支援      

在宅での子育て家庭の支援        

児童虐待防止対策の充実

　その他                          

　特にない                        

  無回答

54.7

33.6

20.5

16.5

15.3

6.7

9.9

1.4

0 10 20 30 40 50 60 （％）

 
（※）「身体」、「知的」、「精神」障害及び発達障害を対象とする。 
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10．道路の整備 

（１）道路整備の取り組みの認知度  

 
（２）道路整備による効果について（よい効果があったと思うか）及びその理由（理由は複数回答） 

 
（３）道路整備を進める上で重点をおくべきこと（複数回答） 

 「そう思う」と「少しそう思う」を合わせた《思う》は 52.8％となっています。 

  無回答
0.7%

あまりそう
思わない
14.8%

そう思わ
ない
5.3%

わから
ない
26.3%

そう思う
25.4%

少しそう
思う
27.4%

《思う》
（52.8％）

《思わない》
（20.1％）

（ｎ＝1,365）

 

 「よく知っている」と「少し知っている」を合わせた《知っている》は 25.1％となっていま

す。 

 「歩行者の歩きやすさや安全性を向上し、交通事故の危険性を低下させるような道路の整備」

が 62.3％と最も高く、以下、「高齢者や身体の不自由な人でも通行しやすい道路の整備」などと

続いています。 

 

 

（ｎ＝1,365）
歩行者の歩きやすさや安全性を
向上し、交通事故の危険性を低
下させるような道路の整備

バス交通などの公共交
通を充実させる道路の
整備

高齢者や身体の不自由な人で
も通行しやすい道路の整備

商店街などで街のにぎ
わいを向上させるよう
な道路の整備

自転車での移動をスムーズにさ
せる道路の整備

鉄道の駅や主要な施
設に通じる道路の整備

渋滞を減らして、自動車の通行
をスムーズにさせるような道路
の整備

　その他                          

救急車や消防車など緊急車両
の通行に必要な道路の整備

　特にない                        

災害時の避難に必要な道路や、
火災の燃え広がりを防ぐ道路の
整備

  無回答                        

62.3

31.2

18.4

18.3

15.4

15.4

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

12.0

6.7

5.6

1.4

2.4

0.7

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）

n=1,365

《知っている》(25.1％)

よく知っ
ている 少し知っている あまり知らない まったく知らない

（％）21.8 48.93.2 25.7 0.4

《知らない》(74.6％)

（ｎ＝721）
歩道が整備され、安全で歩きやすくなっ
たと思うから

街の景観が良くなったと思うから

災害時の避難路や火災の燃え広がりを
防ぐ空間が確保されたと思うから

渋滞が減って、目的地に早く着くように
なったと思うから

自転車での移動がスムーズになったと思
うから

交差点の見通しが改善されたりして、交
通事故が減ったと思うから

消防車などの到着時間や救急車の病院
までの搬送時間が短くなったと思うから

住宅地などへの通り抜けの車両が少なく
なったと思うから

　その他

  無回答

75.0

19.6

16.0

15.7

15.7

13.2

9.3

5.7

1.4

0.3

0 20 40 60 80（％）



12 

11．せたがやの魅力 

（１）区内で誇れるものや自慢できるもの（複数回答） 

 
（２）区の魅力（複数回答） 

 「自然・公園（等々力渓谷、世田谷公園等）」が 68.7％と最も高く、以下、「イベント・祭り

（世田谷のボロ市、たまがわ花火大会等）」、「美術館・博物館（世田谷美術館、世田谷文学館等）」

などと続いています。 
 
 

 

 「水と緑が豊かなところ」が 43.2％と最も高く、以下、「閑静な街並み」、「利便性が高い」な

どと続いています。 

（ｎ＝1,365）

水と緑が豊かなところ            

閑静な街並み                    

利便性が高い                    

文化や芸術                      

高級感がある                    

子育てしやすい                  

著名人が多い                    

おしゃれなまち                  

その他                          

　特にない                        

　わからない                      

  無回答                        

41.8

33.7

9.7

9.2

7.5

4.8

3.7

2.6

5.7

2.3

0.4

43.2

0 10 20 30 40 50 （％）

 

（ｎ＝1,365）

自然・公園
（等々力渓谷、世田谷公園等）

イベント・祭り
（世田谷のボロ市、たまがわ花火大会等）

美術館・博物館
（世田谷美術館、世田谷文学館等）

文化財・史跡
（豪徳寺、松陰神社等）

商業施設
（二子玉川駅周辺、成城コルティ等）

スポーツ施設
（総合運動場等）

演劇施設
（世田谷パブリックシアター等）

伝統工芸・伝承
（民家園〔次大夫堀公園・岡本公園〕等）

名産品・名物
（世田谷みやげ、せたがやそだち等）

　その他                          

　特にない                        

　無回答                        

38.5

35.9

24.2

18.4

13.4

11.6

11.3

4.7

4.1

10.8

0.5

68.7

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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